「阪神間モダニズムの観る景色」シンポジウム記録 by unknown
武庫川女子大学 生活美学研究所

















































































































































































































































































































































のように 1995 年の 1月に阪神淡路大震災という大変な地震が起こっ
て、美術館も一時休館になるというようなことでした。当初の計画は、
当時まだ 1995 年というのは戦後 50 年なんですね、それで、その時























































































































































































































































　具体の活動としては 1954 年から 1972 年に吉原治良が急逝するま
















す。一方で、世界では 1960 年、50 年代の終わりから、フランス人の
美術評論家が日本までやって来て、具体の作品をたくさん持って帰っ



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































雄 /元永定正展、18年 NYのギャラリーで具体 1953−59展を企画。



































































〒 663-8121　兵庫県西宮市戸崎町 1 番 13号
阪神間ルネッサンスのために
ここで、「阪神間文化」の生活美学的実験を。
　生活美学研究所が居をかまえる甲子園会館（旧甲子園ホテル）
は、武庫の流れをのぞみ、ゆたかな緑につつまれて、文化的環
境デザインの実験場であった。
　世界各地から人士が集い、ゆるりとホテルで憩いながら、多
彩な議論をかわす理想郷であった。
　この環境は、さきのいくさによって一度は失われたものの、
今ふたたび甦りつつある。ここに新たな「生活美学」の視点か
ら、阪神間に住まう人士とともに、しずかなる実験の一歩をし
るしたい。
2019.11.30　MIE  （MDC）
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シンポジウム記録
「阪神間モダニズムの観る景色」
